
平成２０（２００８）年度 シラバス

国語総合・現代文 学科・学年・学級 普通科・４年・全クラス 2

１ 年間の学習目標・履修上の注意等

【教科書】 【副教材】

2 学習計画および評価方法等

（１）学習計画等

4 小説
『羅生門』

第
1
回

5 評論 考
査

6 評論

7 模試対策 進研模試受験対策

第
2

小説 回
考
査

9 詩
『レモン哀歌』

新版完全征服演習入試漢字コア１８００
改訂新版力をつける現代文ステップ１

教科・科目名

前

期

月学期

使用教科
書・
副教材等

【学習目標】
評論、小説、韻文等、教材それぞれの特徴を知り、文章の構成や語感といったあらゆる事項から作品の内容や意図を理解し、自分
なりの解釈や意見を持つ。
【履修上の注意】
１ 提出物は期限を厳守する。（期限を過ぎたものにはポイントを与えないが、必ず提出すること）　２ 授業に積極的に取り組
む。（取り組み方によっては出席と認めない）　３ 理由のない遅刻・欠課は認めない。（一定数を超えた場合単位認定に関わ
る）

単位数

学習活動

考
査
範
囲

・模試の受け方を知り、過去
問を解く。

・たとえから筆者の主張を類
推する。

考査に出題
する要点
（合格ライン）

・さまざまな表現から作者の
メッセージを読み取る。

学習目標
（学習のねらい）

・主人公の心理の変化を読み
取る。
・小説の面白さを知る。

・論理的なものの見方、考え
方を知る。

・登場人物の行動の意図を読
み取る。

・背景や情景描写等が小説に
与える効果を知る。

・行間から主人公の行動の意
図を読み取る。

高等学校 国語総合 改訂版（三省堂）

・文章における事例の重要性
を知る。

・結論に至るまでの構成を理
解する。

単元
（教材名）

『情報流』

・客観的な事例の必要性を知
る。

・主人公の心理の変化には何
らかのきっかけがあることを
理解する。

『少女』

『崖』

小説
・心理の変化の
きっかけ
・情景描写の効
果

評論
・主張の類推

評論
・構成の理解

小説
・行間の読み取
り

詩
・言葉に込めら
れた意味

・詩独特の表現方法に習熟す
る。

・言葉に込められた意味を理
解する。

『命はだれのもの
なのか』



10 評論
『ものとことば』

第
11 模試対策 進研模試受験対策 3

回
考

小説 査
『富岳百景』

12 評論

1 模試対策 進研模試受験対策

第
4

2 評論 回
考
査

3 表現 表現に関わる活動 ・手紙文を書く。

（２）評価の観点・内容・および評価方法

（３）評定の出し方について

☆定期考査は「現代文」と「古典」に分かれますが、評価は「国語総合」として出します。
よって、単位認定のためには現・古合わせて年間１８０ポイント以上をとる必要があります。

・評論の読み方に習熟し、評
論を通して知識を得る力を身
につける。

考査ポイント（７０ポイント×４回）

平常点ポイント（３０ポイント×４回）

漢字の書き取りや文章表現の読み取り、文学史、慣用句の意味
等、作品を読み取る上で必要な知識を身につける。

授業態度・提出物

考査・発言

・韻文を作る。

定期考査・教科テスト・課題テスト・小テスト・提出物・授業態度等

授業に関心を持って積極的に取り組み、内容の理解・知識の習
得に努める。

様々な表現方法を使った作品を理解することができる。また、
それによって生まれた自分の考えを・感想を表現することがで
きる。

評価方法

ノート・問題集・宿題・週末課題・長期休暇課題等

後

期

・模試の受け方を知り、過去
問を解く。

・区切りごとに整理して読み
取る。

・評論を通して知識を得る。

『地球の有限性
と人間』

・模試の受け方に習熟し、過
去問を解く。

・長さのある評論の読み方に
習熟する。

定期考査・教科テスト・課題テストで判断します。　

知識・理解

評価の観点および到達目標

関心・意
欲・態度

考査・発言・
作文等

考査・小テスト

ノート・問題集・宿題・長期休暇課題・小テスト・授業態度で判断します。

思考・判断

技能・表現

【課題・提出物等】

【年間を通しての評価方法】

作品の構成や行間を読み取り、作品の主旨を把握することがで
きる。

・私小説の読み方に習熟す
る。

・事例の部分と主張の部分を
整理して、筆者の主張を読み
取る。

・富士の描写の変化から、作
者のものの見方・考え方を読
み取る。

・文章の構成の重要性を理解
する。

・段落ごとの役割を理解す
る。

評論
・主張の読み取
り

小説
・描写からの読
み取り

評論
・段落の役割
・長文の読み取
り

『ネットが崩す
公私の境』



平成２０（２００８）年度 シラバス

国語総合・古典 学科・学年・学級 普通科・４年・全クラス 3

１ 年間の学習目標・履修上の注意等

【教科書】高等学校 国語総合 改訂版（三省堂）
【辞 書】全訳古語辞典 第三版小型版（旺文社）もしくは電子辞書
【副教材】改訂版みるみる実力アップ 古文stage１

2 学習計画および評価方法等
（１）学習計画等

4 ○説話
『宇治拾遺物
語』
「田舎の児、桜
の散るを見て泣
くこと」

・古文を読むための基礎的知識（歴史的仮名遣い・古語）を習得する。 ・音読を繰り返し，古文の読
みに慣れる。また，筆写もし
て歴史的仮名遣いに触れる。

・説話の面白さを味わう。

5 ○説話 第
1
回
考
査

6 ●漢文入門

●故事成語
「借虎威」 ・訓読の基本を確認する。

「蛇足」 ・故事成語の成り立ちの面白さを読み取る。

7 模試対策 進研模試受験対策 第
2

9 ○物語 回
考
査

・助動詞の基本事項を暗記す
る。

10 ●文章
「雑説」 ・基本的な用字法や句法を理解する。

第
3

模試対策 進研模試受験対策 回
考
査

使用教科
書・
副教材等

完全傍訳やさしく詳しい古典文法改訂版 例文による漢文の習得

学習目標
（学習のねらい）

『十訓抄』
「大江山」

漢文の基本構造
と訓読のきまり

・原文を白文で筆写し、書き
下し文を書く。

・歌物語の叙情性を味わうとともに、和歌を中心に据えて物語を理解する。

・訓読の基本（返り点と書き下し文）を理解する。

考査に出題
する要点
（合格ライン）

古文
・重要な古文単
語
・用言、助動詞
の文法
・重要な現代語
訳
・歌物語

漢文
・重要な漢字の
読み
・訓点
・書き下し文
・重要な現代語
訳

・模試の受け方を知り、過去
問を解く。

考
査
範
囲

・音読を繰り返し、漢文の表
現に慣れる。

・基本的な用字法や句法を理
解する。
・たとえや作者の主張を読み
取る。

・模試を受けるコツを知り、
過去問を解く。

古文
・歴史的仮名遣
い
・重要な古文単
語
・用言の文法
・重要な現代語
訳
・和歌

漢文
・重要な漢字の
読み
・訓点
・書き下し文
・重要な現代語
訳

・音読を繰り返し、漢文の読
みに慣れる。

古文
・重要な古文単
語
・助動詞の文法
・重要な現代語
訳
・日記

漢文
・重要な漢字の
読み

・本文と和歌の関係に留意
し、歌物語の特徴を押さえ
る。

・和歌の修辞法など基本知識
を理解する。

・文語の用言について，それぞれの種類と活用等を理解する。

・説話に登場する人物の行動や心情を読み取る。

・古語・文法に注意して、直
訳の基礎を理解する。

読んで見て覚える重要古文単語３１５

・古語辞典の引き方を学び，
実際に引きながら理解する。

・用言について、現代語との
違いを踏まえ、基本事項を暗
記する。

教科・科目名

前

期

月学期

【学習目標】
音読を通して古典独特の美しさを味わうとともに、語彙や文法・句法といった基本的・基礎的事項を習得し、それを土台に古典文学を解釈・鑑賞する力を身につける。
【履修上の注意】
１ 提出物は期限を厳守する。（期限を過ぎたものにはポイントを与えないが、必ず提出すること）　２ 授業に積極的に取り組む。（取り組み方によっては出席と認めない）
３ 理由のない遅刻・欠課は認めない。（一定数を超えた場合、単位認定に関わる）

単位数

学習活動
単元
（教材名）

・文語の助動詞について、それぞれの種類と活用等の基本的事項を理解する。『伊勢物語』
「芥川」

・漢文の簡潔な表現や論理展開を味わい、たとえや作者の主張を読み取る。



11 ○日記
・文語の助動詞について、理解を深める。 ・日記文学の特徴を理解す

12 ○随筆
・文語の助動詞について、理解を深める。

第
4

模試対策 進研模試受験対策 回
考
査

1 ●史話

・漢文に対する関心を深め

2 ●語録
「論語・孟子」 ・重要な用字法や句法を理解する。

・中国の思想家の言葉から現代に通じる見方・考え方を読み取る。

・漢文に対する関心を深め

3 ○軍記

（２）評価の観点・内容・および評価方法

（３）評定の出し方について

・中古の文法との差異に注意
しながら現代語訳し、内容を
理解する。

・随想の特徴と作品の文学史
的な位置付けを理解する。

・中世の人々の中古に対する憧れや、ものの見方を読み取る。

授業に関心を持って積極的に取り組み、内容の理解・知識の習得に努める。

ノート・問題集・宿題・週末課題・長期休暇課題等

・重要な用字法や句法に留意
して口語訳をする。

評価方法

授業態度・提出物

古文
・重要な古文単
語
・助動詞の文法
・重要な現代語
訳
・文学史

漢文
・重要な漢字の
読み
・用字法・句法
・重要な現代語
訳

考査・発言

・用字法・句法
・重要な現代語
訳

・軍記物独特の単語や文法に慣れ、内容を読み取る。

考査・小テスト
古典常識・文語のきまりや訓読のきまりなど、作品を読み取る上で必要な知識を身につける。

『平家物語』
「能登殿最期」

【年間を通しての評価方法】

【課題・提出物等】

考査・発言・
作文等

定期考査・教科テスト・課題テスト・小テスト・提出物・授業態度等を総合的に判断して評価する。

思考・判断

様々な表現方法を使った作品を理解することができる。また、それによって生まれた自分の考えを・感
想を表現することができる。技能・表現

作品の構成や登場人物の心情等を読み取り、作品の主旨を把握することができる。

ノート・問題集・宿題・週末課題・長期休暇課題・小テスト・授業態度で判断します。

定期考査・教科テスト・課題テストで判断します。　

知識・理解

考査ポイント（７０ポイント×４回）

平常点ポイント（３０ポイント×４回）

☆定期考査は「現代文」と「古典」に分かれますが、評価は「国語総合」として出します。
よって、単位認定のためには現・古合わせて年間１８０ポイント以上をとる必要があります。

後

期

『土佐日記』
「門出」

評価の観点および到達目標

関心・意
欲・態度

・助動詞について、繰り返し
暗記する。

・古語・文法に留意して直訳
し、内容を理解する。

『史記』
「鶏鳴狗盗」

・重要な用字法や句法を理解する。
・中国の史話の壮大さを味わい、漢文に対する関心を深める。

・重要な用字法や句法に留意
して口語訳をする。

・仮名による日記文学の先駆としての創作意図を明確に捉える。

『徒然草』
「花は盛りに」

・模試を受けるコツを知り、
過去問を解く。



平成２０（２００８）年度 シラバス

地歴・世界史Ａ 学科・学年・学級 普通科・４年全クラス ２

１ 年間の学習目標・履修上の注意等

2 学習計画および評価方法等

（１）学習計画等

４ 第１章 諸地域の特質を知る。 １ 東アジア世界

諸地域世界
と

諸地域相互の交流が世界 ２ 南アジア世界

交流圏 の一体化に繋がることに ３ イスラム世界

気づく。 ４ ヨーロッパ世界

５ ５ アメリカ・アフリカ

・太平洋地域

６ ユーラシアの交流圏

６ 第２章 世界商業の進展を軸に世 １ 大航海時代の世界

一体化する
世

界の一体化の過程を理解 ２ アジア諸帝国と

界 する。 ヨーロッパの発展

７ 世界の一体化の進展と資 ３ ヨーロッパと

本主義と国民形成の過程 アメリカの革命

を理解する。

９ ヨーロッパの進出による ４ アジア諸国の変貌と

アジアの従属化や抵抗を 日本

通して19世紀の世界の変 ５ 帝国主義と日本

貌を理解する。

教科・科目名 単位数

学習活動

考
査
範
囲

月学期

使用教科書・
副教材等

学習目標
（学習のねらい）

単元
（教材名）

を理解する。

ト（ノート）

をもとに授業

中に指摘され

た基本的事項

世界の歴史（特に近現代史）を学ぶことによって、人類の課題を多角的に考察する歴史的思考力を形
成する。

『世界史Ａ』（一橋出版）・『最新世界史図説タペストリー』（帝国書院）

教科書・図説

・授業プリン

考査に出題する要
点（合格ライン）

第
１
回
考
査

中に指摘され

た基本的事項

を理解する。

教科書・図説

・授業プリン

ト（ノート）
第
２
回
考
査

をもとに授業



10 第３章 世界大戦の総力戦として １ 二つの大戦

現代世界の の性格に気づく。

展開と日本 戦争が及ぼした影響を理

解して、平和の意義につ

11 いて考察する。

12 第２次世界大戦後の国際 ２ 米ソ冷戦と第三世界

情勢を知る。

１ 日本が世界の諸国、諸地 ３地球社会へのあゆみ

域と対話し共存する道を と日本

考察する。

２ 第４章 １ 市民社会の課題

現代世界の ２ 地域と国際社会

課題 ３ 科学技術と現代文明

３

（２）評価の観点・内容・および評価方法

（３）評定の出し方について

考査ポイントの具体

○定期考査の素点（１００点）を７０ポイントとする。

平常点ポイントの具体

○提出物･･プリント等の有無や内容、提出時期を総合的に判断して評価する。

○授業態度･･居眠り・私語等の行為について減点する。

○上記項目について評価し、３０ポイントとする。

評価方法

・授業プリン

【課題・提出物等】

【年間を通しての評価方法】

第
４
回
考
査

知識・理解

評価の観点および到達目標

関心・意
欲・態度

後

期

思考・判断

技能・表現

【教科テスト実施予定等】

国際的な交流と協調の必要
性に気づく。

た基本的事項

を理解する。

教科書・図説

教科書・図説

・授業プリン

ト（ノート）

をもとに授業

中に指摘され

第
３
回
考
査

ト（ノート）

をもとに授業

中に指摘され

た基本的事項

を理解する。

世界の歴史的事象に関心を持ち、意欲的に追究しようとする。

定期考査ごとに授業プリント（ノート）の提出を行う。また、夏期休
業・冬季休業中に地理・歴史学習の基本事項の確認課題を与え、休業開けの授
業中にテストを行う。

定期考査、授業プリント（ノート）等の提出物、授業態度、出欠状況等を総合
的に判断する。

予定なし

世界の歴史的事象から課題をみつけ、多面的に思考・判断しようと
する。

教科書や図説の資料を十分に活用し、読み取ったことを的確に表現
しようとする。

世界の歴史的事象についての基本的事項を知り、理解しようとす
る。

授業観察・提出物

授業観察・定期考査

授業観察・定期考査

授業観察・定期考査



平成２０（２００８）年度 シラバス

数学・数学Ⅰ 学科・学年・学級 普通科・高校１年・全ｸﾗｽ ３

１ 年間の学習目標・履修上の注意等

使用教科書：改訂版 数学Ⅰ (数研出版)
傍用問題集：クリアー 数Ⅰ＋Ａ　(数研出版)
副教材：改訂版チャート式 基礎からの 数学Ⅰ＋Ａ　(数研出版)

2 学習計画および評価方法等

（１）学習計画等

４ 第１章 方程式
と不等式

第一節 式の計算

１．多項式

２．多項式の加
法・減法と乗法

３．因数分解

５ 第二節 実数

４．実数

５．根号を含む
式の計算

・無理数について四則計算の
演習をします。

第三節 １次不等
式と２次方程式

・不等式の中の文字や不等式
の解の意味を理解しよう。

６．一次不等式 ・１元１次不等式を解くこと
ができるように演習します。

６ ７．二次方程式

第２章 二次
関数

第一節 二次関数
とグラフ

１．関数とグラフ

７ ２．二次関数の
グラフ

※模試に向けての演習あり

３．二次関数
の最大・最小

４．二次関数
の決定

９ 第二節二次不等式

５．二次関数の
グラフとｘ軸の
位置関係

１０ ６．二次不等式

考査に出題
する要点
（合格ライ
ン）

第
１
回
考
査

第
２
回
考
査

単元
（教材名）

・２次関数の考え方を２次不
等式を解くことなどに活用で
きるようになろう。

・２次関数のグラフとｘ軸と
の位置関係から、２次不等式
の解の意味を理解し、求める
ことができるように演習しま
す。

教科・科目名

前

期

単位数

学習活動

考
査
範
囲

月学期

使用教科
書・
副教材等

学習目標
（学習のねらい）

中学で取り扱ったものの延長であり、比較的イメージはしやすいでしょう。しかし内容量が
増え、計算力を問う問題も多くなりますので、内容の理解とともに計算力をつけることも重要
な課題となります。後半でやる図形と計量では、今まで使用したことの無い記号が出てきま
す。最初の定義と考え方をしっかりとおさえることが大切です。とにかく、こつこつと学習す
ることが、一番大切です。必ず復習を毎日する習慣を身に付けましょう。

・因数分解や解の公式などを
利用して２次方程式の解が求
められることを理解し解こう

・２次関数について理解しよ
う。

・２次関数のグラフを対称
軸、頂点に着目し特長をつか
む演習をしてます。

・関数を用いて数量の変化を
表現することの有用性を認識
しよう

・２次関数のグラフを通し
て、関数の値の変化を考察
し、関数の最大値・最小値を
求めることができるように演
習します。

・式の見方を様々な角度から
とらえることができるように
なろう。

・式を目的に応じて１つの文
字に着目して整理したり、１
つの文字に置き換えたりでき
るように演習します。

・式の展開及び因数分解を扱
い、目的に応じて変形した
り、見通しを持って式を扱う
演習をします。

・数を実数まで拡張すること
の意義を理解しよう。

・数を拡張する基本的な考え
方を学びます。

・１次不等式及び２次方程式
についての理解を深め、それ
らを活用できようになろう。

①多項式の
加法減法乗
法を計算で
き、因数分
解ができる
②絶対値・
根号の計算
ができる
③一次不等
式・二次方
程式が解け
る

①二次関数
のグラフが
書ける
②二次不等
式が解ける



１０ 第３章 図形
と計量

第一節 三角比

１．正弦余弦正接

２．三角比の
相互関係

３．三角比の
拡張

１１ 第二節 正弦定理
と余弦定理

４．正弦定理

５．余弦定理

６．正弦定理と
余弦定理の応用

１２ 第三節図形の計量
７．三角形の面積

８．球の体積と
表面積

９．相似と計量

１ 第１章式と証明

第一節 式と計算

１．多項式の
割り算

・多項式の割り算と、等式へ変
形する演習をします。

２．分数式と
その計算

・分数式の扱いの演習します
※模試・数検に向けての演習あ
り

２ ３．恒等式 ・恒等式の性質を理解します

第二節 等式・
不等式の証明

・等式・不等式の証明を理論的
にできるようになろう

・等式の証明を理論的にできる
よう演習します

４．等式の証明

５．不等式の証明

各長期休業中の課題(提出)
各定期考査毎、ノート提出

あり

（２）評価の観点・内容・および評価方法

（３）評定の出し方について
考査ポイントの具体
定期考査および課題考査、教科考査の点数で評価する。（授業時の小テストは除く）

平常点ポイントの具体
提出物…ノートやプリントの有無や内容を総合的に判断して評価する
授業態度…居眠り、私語等の授業を受けるにふさわしくないと判断される行為について減点する
その他…小テスト等の授業中の活動についても評価する

第
３
回
考
査

知識・理解

評価の観点および到達目標

関心・意
欲・態度

後

期

思考・判断

技能・表現

【教科テスト実施予定等】

・数量、図形などに関する基本的な概念や原理・法則の理解
が深まっているか．

・具体的な事象の考察に活用
できるようになろう。

・２つの定理の活用場面とし
ての平面図形や簡単な空間図
形の計量をすることができる
ように演習をします。

【課題・提出物等】

【年間を通しての評価方法】

第
４
回
考
査

・三角比のいずれか１つが決
まった場合の、他の三角比の
値を求める演習をします。
※模試に向けての演習あり

・図形の計量の基本的な性質
について理解し、角の大きさ
などを用いた計量の考えの有
用性を認識しよう。

・正弦定理と余弦定理を三角
形の決定条件と関連付けるこ
とができることを学びます。

・２つの定理を用いて三角形
の辺の長さ、内角を求める演
習をします。

評価方法

・数学的な見方や考え方の良さを知り、
それらを進んで活用する態度が育っているか．

・事象を数理的に考察する能力が高まっているか．

・数学的な表現・処理の仕方を習得しているか．

・正弦、余弦及び正接の意味
を学びます。

・授業中の発言・態度、家庭学
習・小テスト・宿題など

定期考査
教科テスト

課題テスト

定期考査，課題テスト，課題及び授業ノート等の提出物，授業に取り組む姿
勢，出欠状況等を総合的に判断する．

・直角三角形における三角比
の意味、それを鈍角まで拡張
する意義を理解しよう。

・式と計算として、多項式の割
り算や、分数式の計算、恒等式
の意味を理解し活用できるよう
になろう

・不等式の証明を理論的にでき
るよう演習します

①三角比を
求め、相互
関係を理解
できる。
②正弦定
理・余弦定
理・面積の
公式を使う
ことができ
る。
③球の表面
積体積を求
めることが
でき、平面
図形・立体
図形の相似
比について
知る。

①多項式の
除法・分数
式の計算で
きる。
②恒等式に
ついて理解
できる。
③等式・不
等式の証明
ができる。



平成２０（２００８）年度 シラバス

数学・数学Ａ 学科・学年・学級 普通科・高校１年・全クラス

１ 年間の学習目標・履修上の注意等

使用教科書：改訂版数学Ａ(数研出版)
傍用問題集：クリアー数学Ⅰ＋Ａ(数研出版)
副教材：チャート式 基礎からの数学Ⅰ＋Ａ(数研出版) 練習ドリル（数研出版）

2 学習計画および評価方法等

（１）学習計画等

4 第１章 場合の数と確率
第１節 集合とその要素の個数

１．集合 ･ 集合と要素,部分集合,共通部分と和集合,補
集合について，理解する．

･ 「集合，要素，部分集合，共通部分，和集
合，補集合」の語句の意味を理解し，表し方
を理解しよう．

２．集合の要素の個数 ･ 集合の要素の個数の表記を理解する．
･ 倍数の個数の求め方を理解する．
･ 集合の応用を解く．

･ n(A)の記号になれ，和集合，補集合の要素
の個数を求めることができるようになろう．
･ 例題を通して，集合の考え方で，倍数の個
数を求める方法を理解しよう．
･ 文章題を考えることにより，身の回りのこ
とを集合を使って考えることを体験してみよ
う

問題 ･ 問題に取り組むことにより，理解を深めよ
う．

5 第２節 場合の数

･ 円順列について理解する．
･ 重複順列について理解する．

･ 「円順列，重複順列」について，意味を理
解し，問題を考えよう．

6
６．組合せ ･ 組合せの総数を求めることができるように

なる．
･ nCrの性質を理解する．
･ 組合せに関する応用問題を解くことができ
るようになる．
･組分けの総数，同じものを含む順列を組み合
わせを使って考える．

･ 「組合せ」の意味，記号nCrの意味を理解し
て，組み合わせの総数を求めることができる
ようになろう．
･ 「組合せ」の意味を考え，nCr＝nCn-rが成
り立つことを理解しよう．
･ 組合せの考え方を用いていろいろな問題を
考えてみよう．
･ 「組分け，同じものを含む順列」を組合せ
の考え方を使って考えてみよう．

学力診断テスト対策問題 ・学力診断テストに向けて取り組もう。

7 ７．二項定理 ･ (a＋b)
n
の展開式，パスカルの三角形を理解

する．
･ 二項定理を理解する．
･ 二項定理の応用に挑戦する．

･ (a＋b)
3
，(a＋b)

4
，…を考えていきながら，

パスカルの三角形について考えてみよう．
･ さらに，二項定理へと発展させてみよう．
･ 応用問題へもチャレンジしてみよう．

問題 ･ 問題に取り組むことにより，理解を深めよ
う．

8 第３節 確率

８．事象と確率 ･ 事象の起こりやすさについて考える．
･ 試行と事象について理解する．
･ 同様に確からしいときの確率について考え
る．
･ いろいろな事象の確率を考える．

･ 偶然に左右されて起こる事柄が多くある．
これらの事柄について，どの程度起こりやす
いのか，起こりにくいのかを考えてみよう．
･ 「試行，事象」の意味を理解し，例を通し
て，確認してみよう．
･ 「同様に確からしい」とはどういうことか
を知り，そのときの確率を求めてみよう．
･ 順列，組合せの考え方を使って，いろいろ
な事象の確率を求めてみよう．

9 ９．確率の基本性質 ･ いろいろな事象について理解する．
･ 確率の基本性質について理解する．
･ 余事象とその確率について理解し，実際に
求めてみる．
･ 和事象の確率について理解し，実際に求め
てみる．

･ 「積事象，和事象，排反事象，空事象」な
どの言葉の意味を理解しよう．
･ ０≦P(A)≦1や，加法定理などの公式を理解
し，それを使って問題を解いてみよう．
･ 「余事象」の意味を理解し，その意味から
余事象の確率の求め方を考え，問題を解くと
きに使えるようになろう．
･ 和事象の確率を意味を理解しながら考えて
みよう．

１０．独立な試行の確率 ･ 独立な試行の確率について理解する． ･ 「試行が独立である」という意味を理解
し，その試行が起こる確率を考えてみよう．

１１．反復試行の確率 ･ 反復試行の確率について理解する．
･ くじ引きの確率について考える．

･ 「反復試行」の意味を理解し，二項定理を
ふまえながら，その確率を考えてみよう．
･ くじ引きの確率を考え，結論に感動しよう

４. 順列 ･ 順列の総数を求めることができるようにな
る．
･ 順列に関する応用問題を解くことができる
ようになる．

･ 「順列」の意味，記号nＰrの意味を理解し
て，順列の総数を求めることができるように
なろう．
･ 順列の考え方を使って，身の回りにあるこ
とを考えよう．

５. 円順列・重複順列

2

『場合の数と確率』を学習することにより，身近にある事柄を数学的に考えることの良さ，面白さを味わって
欲しい．
『論理と集合』を学習することにより，物事を筋道を立てて考え，表現していくことを学んで欲しい．
『平面図形』では，三角形や円の基本的な性質を学び，定理をじっくり味わって欲しい．

･ 樹形図をかき，場合の数を求めることがで
きるようになる．
･ 和の法則を理解する．
･ 積の法則を理解する．

･ 樹形図とは何かを知り，もれなく場合の数
を数え上げる方法として樹形図を使うことが
できるようになろう．
･ 例を通して，和の法則を理解し，問題を
やってみよう．
･ 積の法則を理解して，約数の個数を積の法
則を利用して求めることができるようになろ
う

３. 場合の数

教
科・
科目

前

期

単位数

学習活動

考
査
範
囲

月
学
期

使用教
科書・
副教材
等

学習目標
（学習のねらい）

単元
（教材名）

考査に出
題する要
点（合格
ライン）

第
１
回
考
査

第
２
回
考
査

①集合と
その要素
の個数を
求めるこ
とができ
る。
②樹形
図・表な
どを用
い、場合
の数を数
えること
ができ
る。
③順列・
組合せの
総数を求
めること
ができ
る。

①二項定
理が使え
る。
②順列・
組合せを
使って、
確率が求
められ
る。
③独立な
試行の確
率が求め
られる。



10 １２．期待値 ･ 期待値について理解する．
･ 期待値を利用した諸問題を考える．

･ 「期待値」の意味を理解し，求めることが
できるようになろう．
･ 期待値を利用し，損か得か，有利か不利
か，などを考えてみよう．

問題、演習問題 ･ 問題、演習問題に取り組むことにより，理
解を深めよう．

10 学力診断テスト対策問題 ・学力診断テストに向けて取り組もう。

第２章 論理と集合

１．命題と条件 ・命題とは何か，条件とは何かを理解する．
・命題と条件の違いが明確にわかるようにな
る．
・命題の真，偽の意味を理解し，それを調べ
ることができるようになる．

・自分で命題を作ることによって，命題と
は，条件とは何かを理解していこう．
・作った命題を発表し合い，それが正しいか
(真か正し)，正しくないか(偽か)を検討して
いこう．

11 ２．逆・裏・対偶 ・命題 p⇒q の形を学ぶ．
・命題の逆の意味を理解する．
・必要条件と十分条件を学び，区別できるよ
うになる．
・条件の否定の意味を理解する．
・命題の対偶の意味を知り，その真偽を調べ
られるようになる．

･ p⇒qの形になじもう．
･ 命題の逆を作ってみよう．
･ 必要条件，十分条件を正確に言えるように
なろう．
･ 条件の否定を言えるようになろう．
･ 命題の対偶を作ることができるようになろ
う．

･ 対偶を利用する証明を理解する．
･ 背理法を利用する証明を理解する．
･ 背理法を用いて√2が無理数であることの証
明をする．

･ 対偶を利用した証明をすることにより，そ
のよさを味わおう．
･ 背理法を利用した証明法を理解し，そのよ
さを味わおう．

問題、演習問題 ･ 問題、演習問題に取り組むことにより，理
解を深めよう．

12 第３章 平面図形
第１節 三角形の性質

１．三角形の辺の比 ･ 三角形の３辺の長さの性質について理解す
る．
･ 線分の比と三角形の角の二等分線と比の定
理について理解する．

･ ｢2辺の長さの和は，他の１辺より長い｣こと
を理解しよう．
･ ｢内分・外分｣という言葉の意味を覚えよ
う．
･ 三角形の角の二等分線に関する定理を理解
しよう

２．三角形の外心、内心、重心 ･ 三角形の外心，内心，重心について理解す
る．

･ 三角形の，外心，内心，重心の意味を知
り，性質について理解しよう．

３．三角形の辺と角 ･ 三角形の辺と角の大小関係について理解す
る．

･ 例，練習を通して，三角形の辺と角の大小
関係を理解しよう．

問題 ･ 問題に取り組むことにより，理解を深めよ
う．

1 第２節 円の性質

４．円周角 ･ 円の弦と弦の性質について理解する．
･ 円周角についての復習する．

･ 円周角の定理の逆について理解する。

･ 円の弦と弦の性質を理解しよう．
･ 円周角の定理について復習し，それを拡張
していこう．
･ 命題の考え方を使い，円周角の定理の逆を
考えてみよう．

５．円に内接する四角形 ･ 円に内接する四角形の性質を理解する。 ･ 「円に内接する」という意味を知り，内接
する四角形についての性質を調べよう．

学力診断テスト対策問題 ・学力診断テストに向けて取り組もう。

2 ６．円と直線 ･ 円の接線についての性質を理解する．

･ 円の接線と弦の作る角の定理について考え
る．

･ 接点における半径とのなす角，接線の長さ
について成り立つ性質を調べていこう．
･ 接弦定理の意味を理解しよう．

７．方べきの定理 ･ 方べきの定理について理解する． ･ 方べきの定理の意味を理解しよう．

８．２つの円の位置関係 ･ 2つの円の位置関係について調べる．

･ 2つの円の共通接線について調べる．

･ 2つの円の位置関係が5通りに分けられるこ
とを調べよう．
･ 「共通接線」の意味を理解し，それに関す
る問題を考えてみよう．

問題、演習問題 ･ 問題、演習問題に取り組むことにより，理
解を深めよう．

各長期休業中の課題(提出)
各定期考査毎、ノート提出

なし

（２）評価の観点・内容・および評価方法

（３）評定の出し方について
考査ポイント
定期考査および課題考査の点数で評価する。（授業時の小テストは除く）

平常点ポイント
提出物…ノートやプリントの有無や内容を総合的に判断して評価する
授業態度…居眠り、私語等の授業を受けるにふさわしくないと判断される行為について減点する
その他…小テスト等の授業中の活動についても評価する

第
３
回
考
査

第
２
回
考
査

後

期

①命題の
真偽がわ
かる。
②必要条
件、十分
条件が区
別でき
る。
③逆、
裏、対偶
が作れ
る。

第
４
回
考
査

①内分
点、外分
点が求め
られる。
②三角形
の外心、
内心、重
心の性質
が理解で
きる。
③円周角
の定理、
接弦定
理、方べ
きの定理
が使え
る。

・数量、図形などに関する基本的な概念や原理・法則の理解が深まっているか．

・授業中の発言・
態度、家庭学習・
小テスト・宿題な
ど

定期考査

課題テスト

評価方法

【課題・提出物等】

【年間を通しての評価方法】
定期考査，課題テスト，課題及び授業ノート等の提出物，授業に取り組む姿
勢，出欠状況等を総合的に判断する．

知識・
理解

評価の観点および到達目標

関
心・
意
欲・
思考・
判断

技能・
表現

【教科テスト実施予定等】

・数学的な見方や考え方の良さを知り、それらを進んで活用する態度が育っているか．

・事象を数理的に考察する能力が高まっているかどうか．

・数学的な表現・処理の仕方を習得しているか．



平成20（２００8）年度 シラバス

理科・理科総合Ａ 学科・学年・学級 普通科・４学年・全クラス 2

１ 年間の学習目標・履修上の注意等

年間の学習目標

履修上の注意

教科書 「理科総合Ａ」第一学習社
副教材 「ネオパルノート理科総合A 」第一学習社

2 学習計画および評価方法等
（１）学習計画等

4

物質の成分

物質の構成元素

5
原子の構造

元素の相互関係

6 イオンからできる物質

7 分子からできる物質

9 原子からできる物質

考査のポイ
ント

・電子配置
の図が書け
る。

・元素の周
期表の構成
を理解す
る。

・4つの化学
結合の性質
を理解す
る。
・それぞれ
の結晶構造
の違いを理
解する。

教科・科目名 単位数

学習活動

考
査
範
囲

月学期

使用教科書・
副教材等

学習目標
（学習のねらい）

単元
（教材名）

前

期

１．物質の
構成

第
１
回
考
査

(1)物質と人
間生活

物質を構成する成分及
びその分離方法や検出
方法について理解す
る。物質の最小構成粒
子は原子であることを
理解する。 観察，実験
の結果から，物質の性
質を基本粒子の構成か
ら考察する。

(2)物質を構
成する基本
粒子

周期表にもとづいて元
素の性質について理解
する。

(3)物質を構
成する粒子
と物質の形
成

原子，分子，イオンと
その結合についての基
礎を理解する。 原子の
構造と関連させて分
子，イオンの知識を身
に付ける。物質が原
子・分子・イオンなど
の構成粒子から成り
立っていることを理解
する。

第
２
回
考
査

身近な自然の事物・現象について観察，実験などを通して，それらの基本的な方法
を習得し，エネルギーや物質について考察し，自然を探究する力を養う。身のまわ
りの物質は原子，分子，イオンから成り立ち，それらの粒子の結び付きの変化で物
質の性質が変わることや，エネルギーの出入りがあることを理解する。観察・実験
の基本的な方法を習得するとともに，自然をエネルギーや物質の変化と変換などで
とらえ，科学的に考察する。

授業については４年生全員に対して行う。内容としては、物質の成分、物質を構成
する基本粒子、化学反応とその表し方、力、運動等に関する事象・法則などについ
て学習する。授業に集中し、整理されたノートを作成すること。新聞，雑誌記事や
テレビなどで報道される様々な科学的な事象に興味を持っておくこと．

・元素記号
が書ける。

・純物質と
混合物、単
体と化合物
を分けられ
る。
・観察・実
験の基本的
な方法を習



10 原子量・分子量と式量
物質量

11 溶液の濃度
密度
質量％濃度
関連の小テスト実施

12 ２．物質の
変化

(1)状態変化

1

2

(２)化学変
化とその表
し方

速さと速度、等速度運動

3
速度の合成と分解

授業ノート、問題集ノート、実験レポート、課題プリントの提出

（２）評価の観点・内容・および教科方法

（３）評定の出し方について
考査ポイントの具体
○

平常点ポイントの具体
○

３ 担当者からのメッセージ
・授業内容は必ずその授業中にノートへ記入すること。
・授業中に配布されたプリント・実験レポート・テストなどは必ずノートに貼り付けておくこと。
・授業ノートの点検を行います。

定期考査、提出物(実験レポートを含む)、授業態度、出欠席状況等を
総合して評価する。

後

期

(4)物質量と
濃度

【課題・提出物等】

【年間を通しての評価方法】

・物質量(モ
ル)の計算が
できる。

・化学変化
の量的関係
を物質量と
関連付けて
理解する。

物体の運動を表す変
位，速度など，それら
の公式の関係について
理解する。

・物体の運動
に関する基本
的な公式を理
解し、それら
をもとに計算
ができる。

直線上における速度の
合成と分解，相対速度
の公式を理解する。

物質の状態変化を理解
する。
化学反応式の量的関係
を理解する。
質量保存の法則気体反
応の法則を理解する。

物質の三態
熱運動
化学反応式と物質の量
的関係
（粒子数・質量・体
積）
関連の小テスト実施

評価の観点および到達目標 評価方法

事物、現象について基本的な概念や原理・法則を理解し、それ
を知識として身につけているか。これらを定期テスト、プリン
ト、ノートを通して評価する。

ノート，プリン
ト，レポート
授業態度，テスト

定期考査(１００点）を７０ポイントとする。

思考・判断
化学的事象について疑問を持ち、問題点をきちんと把握できる
か。またその問題点の解決方法を思いつくか。これらをノー
ト、プリント、定期テストから評価する。

ノート，プリン
ト，レポート
授業態度，テスト

技能・表現

実験・観察の技能を習得しているか。その結果をグラフや図な
どにしてわかりやすく表現できるか。これらをノート、プリン
ト、レポート、定期テストを通して評価する。

ノート，プリン
ト，レポート
授業態度，テスト

提出物、課題、授業態度をそれぞれポイントにより評価し、３０ポイントとする

・復習および定期テスト対策として、問題集を解くこと。

第
３
回
考
査

・モル濃度
やパーセン
ト濃度を計
算で求める
ことができ
る。

原子量，分子量，式量
の意味と，構成粒子の
数との関係を理解し，
知識を身に付ける。

状態変化

１．仕事と
力学的エネ
ルギー

(1)力
・運動の表
し方

第
４
回
考
査

知識・理解



平成20（２００8）年度 シラバス

体 育 学科・学年・学級 普通科・１学年・男子 3

１ 年間の学習目標・履修上の注意等

大修館書店

2 学習計画および評価方法等

（１）学習計画等

関
心
・
意
欲
・
態
度

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

知
識
・
理
解

・スポ－ツテスト
4 体力測定 ・集団行動 ○ ○ ○
集団行動

球技
バレ－ボ－ル ○ ○
5

○ ○

○

6

○

器械運動 ○ ○
マット運動

○
7

○

9 マスゲ－ム

前

期

１．パス・トス・スパ
イク等の基礎技術を身
につける。
２．チ－ム内で練習方
法を工夫し、協力して
効率よく練習ができる
ようにする。
３．ゲ－ムの中でパ
ス・トス・スパイクを
使った攻撃ができるよ
うになる。
４．公正な態度で、ル
－ルに従い工夫しなが
らゲ－ムができるよう
にする。

１．自己の能力に応じ
て運動の技能を高め、
技が円滑にできるよう
にする２．互いに協力
し練習できるようにす
る。また、安全に留意
して練習や発表ができ
るようにする。３．能
力に応じた技を習得す
るため練習の仕方を工
夫することができる。

１．回転系・バランス
系の技ができるように
なる２．ほん転系の技
ができるようになる。
３．ホップ側転を中心
に７～１０の技をつな
いで連続技を構成し、
演技ができるようにす
る。

スポ－ツテストを実施
し、自己の体力を認識
する。

学習目標
（学習のねらい）

単元
（教材名）

１．チ－ムの課題や自
己の能力に応じて技能
を高め、作戦を立てた
攻防を展開してゲ－ム
ガできる。
２．自己の役割を理解
して、その責任を果た
し、互いに協力しゲ－
ムができるようにす
る。　　　３．チ－ム
の課題や自己の課題を
解決できるように、計
画的な練習やゲ－ムの
仕方を工夫することが
できる。

教科・科目名

月学期

使用教科
書・
副教材等

１．各種の運動の合理的な実践を通して、運動能力を高め、心身の発達を促すとともに、公
正、協力、責任などの能力を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる能力と態度を育てる。
２．運動の合理的な実践を通して、自分たちで計画を立てて、集団を組織する能力と態度を育
てる。３．運動文化を創造・発展させることのできる主体者を育てる。

Ａｃｔｉｖｅｖ　Ｓｐｏｒｔｓ（総合版）

オリエンテ－ション

評価の観点
のポイント

単位数

学習活動

考
査
範
囲



10 球技 ５月のバレ－と同様 ○ ○
ﾊﾝﾄﾞﾎﾞ-ﾙ

○
11

武道 ○ ○
剣道

○
12

○

○

1 陸上競技 ○ ○
長距離走

○ ○

2 球技 ５月のバレ－と同様 ○
サッカ－

3 ○

１．スキルテスト ２．授業参加態度
３．出欠席状況 ４．忘れ物等

（２）評価の観点・内容・および教科方法

後

期

1.技能の習得を通して
自己形成を図る武道の
伝統的な考え方を理解
しする２．用具の着
装、道場の安全を確か
めたり、禁じ技を用い
ないなど安全に留意し
て、練習や試合ができ
るようにする。

１．ゴ－ル型のゲ－ム
の特性を理解し、個
人・集団技能を身につ
け、ゲ－ムで活かすこ
とができる２．個人技
能としては、パス・
キャッチ・シュ－トな
どを身につける。

自己の体力を知り、運動の特性を理解して各種目に親しんでもらいたい。生涯スポ－ツの基礎を築いても
らいたいと考えます。

スキルテスト

観察

観察

知識・理解

思考・判断

技能・表現

個人の能力に応じた課題を設定し、課題解決に向け、考えたり
工夫したりすることができる。 授業への取り組み

（３）評定の出し方について
考査ポイント

【年間を通しての評価方法】

１．自己の能力に応じ
て走る技能を高め、競
技したり、記録を高め
ることができるように
する。２．課題解決を
目指し、計画的な練習
や競技の仕方を工夫で

１．基本動作ができる
ようにする。
２．対人技能（打ち
方・防御法）ができる
ようにする。
３．技術構造である
「攻め・崩し・打突」
の関係を理解する。
４．審判法を理解し、
正規のル－ルによる試
合が行えるようにな
る。
１．自分のペ－スをコ
ントロ－ルし長い距離
をより楽に速く走れる
技術を習得する。
２．合理的な練習方法
など科学的認識がもて
るようにする。

【課題・提出物等】

１．キック・ドリブ
ル・トラップ・ヘディ
ングなどの基本技術を
身につける。
２．基本技術を基礎と
したコンビネ－ション
からシュ－トまでの方

評価方法

平常点ポイント 各単元におけるスキルテスト（７０ｐ）
授業参加態度・意欲（１０ｐ）　授業道具忘れ物（１０ｐ）　授業出席点　　（１０ｐ）

以上の項目を総合的に判断し評価する。

安全に留意し、運動に親しみ、継続的に運動を実践する事がで
きる。また、ゲ－ムなどを計画・運営し、公正な態度で評価す
ることができる。

評価の観点および到達目標

関心・意
欲・態度 授業参加

観察

各種目で設定された課題の達成度を評価する。

個人的・集団的技能の基本的な知識を理解し実践できる。



平成２０（２００８）年度 シラバス

体 育 学科・学年・学級 普通科・１学年（女子） 3

１ 年間の学習目標・履修上の注意等

(１)

(２)

(３)

2 学習計画および評価方法等

（１）学習計画等

関
心
・
意
欲
・
態
度

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

知
識
・
理
解

4 集団行動
スポーツテスト ○ ○ ○ ○

5 陸上競技
*幅跳び
*短距離走 ○ ○ ○ ○

6 球技
*バレーボール

○ ○ ○ ○

7 ダンス
*マスゲーム ○ ○ ○ ○

10 器械体操
*マット運動

○ ○ ○ ○

運動文化を創造・発展させることのできる主体者を育てる。

③自己やチームのレベルに
応じて作戦をたてたり、
ルールを工夫してゲームを
行うことができる。

④審判法を学習し公正な態
度で審判ができる。

教科・科目名 単位数

使用教科書・
副教材等

学期 月
単元
（教材名）

学習目標
（学習のねらい）

学習活動

考
査
範
囲

評価の観点の
ポイント

前

期

①自己の体力に応じて課題
を設定し、自主的・合理的
な練習を通して技能を高め
るようにする。

②安全に留意し、課題を指
摘しあいながら協力して活
動できるようにする。

①スタートダッシュ、助
走、フォーム、フィニッ
シュなどの技術を理解し、
習得する。

②記録の向上や仲間との競
走の喜びや楽しみを味わ
う。

③自分たちで記録会を計
画・運営する。

①サーブ・パス・スパイク
などの基礎技術を習得す
る。

②チーム内で練習方法を工
夫し、効率よく練習ができ
る。

①競技の特性を理解し、個
人的技能・集団的技能を習
得させる。

②自己の課題やチームの課
題解決を目指し、安全に留
意しながら練習方法等を工
夫することができるように
する。

②集団行動の決まりを守っ
て、機敏・的確に行動でき
るようになる。

ａｃｔｉｖｅ　ｓｐｏｒｔｓ

①集団行動の主な行動様
式を理解し、身に着ける。

②安全に留意し、仲間と教
えあい、補助しあいながら
技ができる喜びや楽しさを
味わうことができるように
する。

①回転系（前転・後転・側
転など）や巧技系（バラン
ス・倒立など）の基本技術
を習得し、技を組み合わせ
自分の作品をつくる。

②演技の評価の仕方を学
び、公正な態度で評価す
る。

③チームにおける自己の役
割を自覚し、協力して練習
やゲームができるようにす
る。

①自己の技能レベルに応じ
て単技や連続技の習熟を高
め、技が円滑にできるよう
にする。

各種の運動の合理的な実践を通して、運動能力を高め、強健な心身の発達を促すとともに、公正・協力・責
任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる能力と態度を育てる。

自分の能力に応じた課題、集団としての課題を設定し、課題解決のため工夫したり、自ら判断で運動を実践
できる能力を育てる。


